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◆
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
趣
旨
説
明

　
•
市
の
現
状
に
つ
い
て
（
人
口
、
財

　
　
政
、
土
地
利
用
な
ど
）

　
•
総
合
計
画
や
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

　
　
ン
の
概
要
説
明

　
•
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方

◆
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
で
あ

　
る
「
10
年
後
の
白
井
市
の
望
ま
し
い

　
将
来
像
を
描
こ
う
」
に
沿
っ
て
「
将

　
来
の
市
は
、
こ
う
で
あ
っ
た
ら
良
い

　
な
」
と
い
う
希
望
を
出
し
合
い
ま
す
。

◆
市
全
体
と
地
区
別
（
周
辺
含
む
）
に

　
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、
全
体
で

　
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　後期基本計画策定時のワークショップの様子

10 年後の白井市の望ましい将来像を描こう

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.755
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平成 26年
（2014 年）

　この工事は大雨などによる
家屋や道路の浸水を防ぐため、
雨水管を地中に埋設する工事
を整備計画に基づき順次行っ
ていますが、資材（特殊マン
ホール）の製造に不測の時間
を要していることから、5月下
旬までの工事期間が3カ月延長
となり、8月下旬までとなりま
す。
　工事は午前9時から午後5時
まで行い、工事期間中は交通規制を行います。
交通規制区間　右上図の■部分（車両通行止め）
■問　上下水道課計画建設班　内線3452

下水道（雨水）
工事の期間変更

過年度工事実施箇所
今般工事実施箇所
来年度以降工事予定箇所
整備計画区域

白井中学校

テニスコート

白井交差点

白井コミュニティ
センター

　市では、職員の育児休業取得に伴い、保健師の任期付職員の募集
を行います。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職員
と同様で、採用期間を定めた職員をいいます。
募集要件・人数　保健師の資格を有し、昭和43年4月2日以降に生ま
れた人（45歳以下）　1人
※選考基準により選考します。また、年齢に関し募集要件を満たし
ていない人も、相談に応じます。
任期　平成26年7月14日から平成28年3月31日まで
※育児休業の取得状況により、変更する場合があります。
勤務場所　高齢者福祉課（保健福祉センター内）
内容　介護予防に関する事業
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必
要事項を記入の上、保健師資格者証の写しを添えて、6月30日㈪まで
に、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

育休任期付職員（保健師）を募集

タウンミーティングを開催します
10年後の白井市の望ましい将来像を描こう

ワークショップの流れ

　　タウンミーティングは、市民の皆さんが身近な日常生活で
日頃思っていることや、困っていることなどについて、市
長が直接意見を伺う場として開催しています。
　今年度は、平成28年度からの新たな市のまちづくりの指
針となる「第5次総合計画」と、市の都市計画に関する基
本方針となる「都市マスタープラン」の策定に取り組んで
いくにあたり、これからの市全体と地区別の将来像につい
て、市民の皆さんと一緒に考えていくため「ワークショップ」
により開催します。
　市の10年後のあるべき姿をみんなで考えてみませんか。
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3371

　今後、人口減少社会や高齢化など、市を取り巻く状況
が大きく変化していく中で、新たな計画を検討していく
にあたり「持続可能で活力ある地域づくり」を最重点課
題としています。
　これは、市の緑豊かな自然や梨などの産業、文化など
を次世代へ引き継ぎ、人と人とのつながりを大切にした
活気のあるまちづくりをイメージして設定しました。
　いただいた意見などは「第5次総合計画」と「都市マス
タープラン」をより良い計画にするための参考にさせて
いただきます。
　総合計画および都市マスタープランの詳しい内容は、
市のホームページでお知らせしています。　

最重点課題

「持続可能で活力ある地域づくり」

タウンミーティング日程表
日　時　 場　所

7月12日㈯ 
10：00 ～ 12：00 冨士センター
15：00 ～ 17：00 西白井複合センター

7月13日㈰ 
10：00 ～ 12：00 桜台センター
 15：00 ～ 17：00 白井コミュニティセンター

7月19日㈯ 
10：00 ～ 12：00 白井駅前センター
15：00 ～ 17：00 公民センター

※参加については、事前の申し込みは必要ありません。都合の良い日程
でどの会場にも参加することができます。
※各会場の駐車場は駐車台数に限りがあるため、徒歩や自転車などで来
場してください。

テーマ「10 年後の白井市の
望ましい将来像を描こう」



「
ふ
る
さ
と
農
園
」
の

利
用
者
を
追
加
募
集

利
用
期
間

　
7
月
1
日
〜
平
成
27

年
3
月
31
日

※
契
約
更
新
は
2
回
ま
で
可
能
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
者
（
申
し
込
み

順
）

募
集
内
容
　
下
表
の
と
お
り

申
・
問

　
直
接
農
政
課
農
政
班
　

内
線
3
2
5
4
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ふるさと農園　募集内容

農園名
募集
区画数

区画面積 利用料

法目ふる
さと農園

8区画
30平方㍍
（5㍍×6㍍）

利用月数
×875円

折立ふる
さと農園

9区画
60平方㍍
（10㍍×6㍍）

利用月数
×1,750円

情
報
公
開
制
度

　
次
の
実
施
機
関
が
保
有
す
る
情
報

の
公
開
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
な
ど
の
た
め
、

請
求
内
容
を
す
べ
て
公
開
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
部
分
公
開
な

ど
を
行
い
可
能
な
限
り
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
機
関

　
情
報
公
開
を
実
施
す
る
市
の
機
関

は
、
市
長
・
教
育
委
員
会
・
選
挙
管

理
委
員
会
・
監
査
委
員
・
農
業
委
員

会
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・

水
道
事
業
・
議
会
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
情
報

　
市
の
機
関
の
職
員
が
作
成
し
た
り

取
得
し
た
文
書
、
図
画
、
磁
気
テ
ー

プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
誰
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

◆
市
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供

　
広
報
し
ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

◆
平
成
25
年
度
運
用
状
況

　
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

平成25年度 情報公開制度の運用状況
請求の状況

請求
件数

公文書 
件数

決定区分など

公開 部分
公開 非公開 拒否 却下 取り

下げ
37 78 15 20 2 － － －

※決定に対する不服申し立てはありませんでした。

非公開・部分公開の理由別内訳

非公開理由 件数

個人情報 13

法人等情報 11

公共安全等情報 －

国等関係情報 －

合議制機関等情報 －

意思形成過程情報 －

事務事業執行情報 2

法令秘情報 －

情報の存否に関する情報 －

不存在 2

合　　計 28

平成25年度 個人情報保護制度の運用状況
請求の状況

請求 
区分

請求 
件数

公文書
件数

決定区分など

開示 部分
開示 不開示 不存在 取り

下げ
開示 3 3 3 － － － －
※決定に対する不服申し立ておよび訂正・削除・中止についての請求
はありませんでした。

※同一の請求で実施機関・非公開理由が複数の場合があるため、合計は
請求の状況と一致しません。

※
教
育
委
員
会
・
監
査
委
員
・
農
業

委
員
会
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
・
水
道
事
業
に
対
す
る
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　
実
施
機
関
が
個
人
情
報
を
正
し
く

安
全
に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
実
施
機
関
が
保
有
す
る
自
分
の
情

報
を
見
た
り
、
誤
り
を
正
し
た
り
す

る
権
利
な
ど
を
保
障
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
を
保

護
し
ま
す
。

◆
自
己
の
情
報
の
確
認
は

　
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

情
報
公
開
制
度
と
同
様
の
実
施
機
関

が
保
有
し
て
い
る
情
報
の
中
に
含
ま

れ
る
自
己
の
情
報
を
開
示
請
求
で
き

ま
す
。

◆
請
求
で
き
る
人

　
本
人
に
限
り
ま
す
が
、
本
人
が
未

成
年
者
の
場
合
な
ど
は
そ
の
親
権
者
、

成
年
後
見
人
ま
た
は
任
意
後
見
人
も

請
求
で
き
ま
す
。

※
請
求
の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
な

ど
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

◆
平
成
25
年
度
運
用
状
況

　
左
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

監
査
委
員
・
農
業
委
員
会
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
・
水
道
事
業
・

議
会
に
対
す
る
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

請
求
に
か
か
る
手
数
料

　
両
制
度
と
も
手
数
料
は
無
料
で
す

が
、
情
報
の
写
し
の
交
付
や
郵
送
を

希
望
し
た
場
合
は
、
そ
の
実
費
分
が

掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
所
定
の
様
式
（
総
務
課
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1
3
へ

※
原
則
と
し
て
自
己
の
個
人
情
報
の

開
示
に
つ
い
て
は
郵
送
で
の
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。
請
求
の
宛
て
先
は
各

実
施
機
関
に
な
り
ま
す
。

情
報
公
開
で
開
か
れ
た
市
政
へ

実施機関別請求の状況

実施機関名 請求件数

市長

企画政策課 17
総務課 4
市民活動支援課 4
高齢者福祉課 2
商工振興課 2
市民課 1
市民安全課 1
都市計画課 1
環境課 1
生涯学習課 1

議会事務局 1
選挙管理委員会 3

合　　計 38

実施機関別請求の状況
実施機関名 請求件数

市長
市民課 2

保険年金課 1

合　　計 3

　
市
で
は
、
開
か
れ
た
市
政
・
公
正
で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員

　
　

　
　
　
　
　
一
般
選
挙

〜
農
業
者
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
で
す
〜

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
立
候

補
の
受
け
付
け
を
6
月
29
日
㈰
に
行

い
ま
す
。

　
立
候
補
者
が
10
人
を
超
え
た
場
合

は
、
次
の
と
お
り
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
を
行
い
ま
す
。

投
票
日

　
7
月
6
日
㈰

　
午
前
7
時

〜
午
後
8
時

投
票
所

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

投
票
で
き
る
人

　
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
10
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
）

※
選
挙
を
行
う
場
合
は
、
投
票
所
入

場
整
理
券
を
郵
送
し
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
選
挙
の
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
6
月
30
日
㈪
〜
7
月
5
日
㈯

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

選
挙
管
理
委
員
の
異
動

　
市
選
挙
管
理
委
員
の
伊
藤
孝
さ
ん

（
中
在
住
）
が
辞
職
さ
れ
、
6
月
3

日
付
け
で
新
た
に
楠
橋
大
樹
さ
ん

（
桜
台
在
住
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
27
年
5
月
14
日
ま

で
で
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
委
員
を
委
嘱

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
有

権
者
一
人
一
人
が
政
治
や
選
挙
に
関

心
を
持
ち
、
有
権
者
の
意
思
に
よ
っ

て
適
正
に
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

明
る
い
選
挙
の
推
進
や
選
挙
啓
発
を

行
う
機
関
で
、
5
月
16
日
に
6
人
の

委
員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
28
年
5
月
15
日
ま

で
の
2
年
間
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

（
敬
称
略
）

伊
藤
千
惠
子（
委
員
長
）、大
川
宏（
副

委
員
長
）、
浅
利
喜
久
子
、
浦
部
春
子
、

小
林
秋
夫
、
小
林
稔

問
　
選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
3
3

1
2 

・
3

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農産物の放射性物質検査

　
生
活
が
豊
か
に
な
る
一
方
で
、

増
え
続
け
る
ご
み
の
減
量
化
は
、

私
た
ち
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
7
年
に
は
、
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
当
時
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
の
約
6
割
（
容
積
比
）
を
占

め
て
い
た
「
容
器
包
装
廃
棄
物
」

の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
を
構
築
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
の
減

量
と
資
源
の
有
効
活
用
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

法
律
で
す
。
そ
の
中
で
リ
サ
イ
ク

ル
対
象
の
一
つ
と
し
て
定
め
ら
れ

た
の
が
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
で
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と

は
、
中
身
が
「
商
品
」
で
、
そ
の

商
品
を
「
包
む
ま
た
は
保
護
」
し
、

中
身
の
商
品
を
使
い
切
っ
た
後
、

「
不
要
」
と
な
る
も
の
を
言
い
ま

す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
物
が
プ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
は
？

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
当
て

は
ま
り
ま
す
。

●
卵
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
パ
ッ
ク

●
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な

ど
の
容
器

●
レ
ジ
袋
や
パ
ン
な
ど
の
袋

●
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
の
容
器

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た

●
梱こ

ん
ぽ
う包
に
使
っ
た
緩
衝
材

　
こ
れ
ら
の
物
は
、
指
定
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
袋

（
白
井
市
は
黄
色
）
に
入
れ
て
、

各
地
区
の
資
源
物
回
収
の
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
同
じ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し

て
も
、
C
D
や
お
も
ち
ゃ
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
な
ど
は
「
商
品
そ
の
も

の
」
な
の
で
、
燃
や
す
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
切
な
地
球
環
境
を
守
る
た
め

に
、
ご
み
の
正
し
い
分
別
と
減
量

化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
5

②

　農産物の安全性を確認するため、
市では5月23日から30日までの間に
放射性物質の検査を実施し、結果は
全ての品目において「検出せず」で
した。
　検査品目は次のとおりです。
検査品目　カリフラワー、カブ、大根、
ミニトマト、ピーマン、ミズナ、チ
ンゲンサイ、ラディッシュ、ウメ
※「検出せず」とは「放射性物質が
存在しない」か「検出できる測定下
限値未満」であることを示します。
詳細については、市ホームページを
ご覧ください。
■問　農政課農政班　内線3251 ～ 4

委嘱を受ける委員
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
初

期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

症
状
が
現
れ
た
時
に
は
病
状
が
進
行

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
自
分
の
健

康
状
態
を
客
観
的
に
把
握
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
の
受
診
を

　
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
対
策
を

主
な
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
自
己
負
担
額
は
無
料

で
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
各
会
場
で
市

の
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
生
活
習

慣
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
な
ど
が
気
に
な
る
人

は
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
対
象
者
へ
は
問
診
票
な
ど
の
関
係

書
類
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
届
い

て
い
な
い
場
合
は
、
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

　
左
表
の
と
お
り

受
付
時
間

　
午
前
8
時
〜
11
時

対
象
　
平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
で

40
歳
以
上
の
市
国
保
被
保
険
者

※
問
診
票
な
ど
を
送
付
し
た
人
は
、

平
成
26
年
4
月
30
日
現
在
で
市
の
国

保
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。

　
平
成
26
年
5
月
か
ら
11
月
ま
で
の

間
に
転
入
し
た
り
、
ほ
か
の
健
康
保

険
か
ら
切
り
替
え
て
国
保
に
加
入
し

た
り
し
た
人
で
、
特
定
健
診
の
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、
保
険
年
金
課
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
国
保
以
外
の
健
康
保
険
の
加
入
者

を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
に
つ
い
て

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
に

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

特定健診日程表

日程 場所

6月29日 ㈰・30日 ㈪、7月9日 ㈬・
11日㈮、9月25日㈭・26日㈮・28
日㈰・29日㈪、30日㈫、10月2日㈭・
5日㈰・6日㈪・7日㈫・8日㈬

保健福祉センター

6月25日㈬ 公民センター

6月26日㈭・27日㈮、9月24日㈬ 冨士センター

6月24日㈫、10月1日㈬ 桜台センター

7月1日㈫・2日㈬・3日㈭・4日㈮・
6日㈰・8日㈫、11月11日㈫・12日
㈬

西白井複合センター

※受付時間は8：00 ～ 11：00です

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
健
康
保

険
者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
診
項
目

【
基
本
項
目
】　
質
問
票
（
服
薬
歴
、

喫
煙
歴
な
ど
） 

、
身
体
測
定
（
身
長
・

体
重
･
B
M
I
･
腹
囲
） 

、
身
体
診

察
、
血
圧
測
定
、
血
液
（
肝
機
能
・

腎
機
能
・
血
糖
・
脂
質
）
検
査
、
尿

検
査

【
詳
細
項
目
】（
一
定
の
基
準
で
医

師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
実
施
）

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検

査持
ち
物
　
国
保
被
保
険
者
証
、
受
診

券
兼
問
診
票
、
ス
リ
ッ
パ
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
受
診
す
る
人
を
除
く
）

問
　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班
　
内

線
3
1
8
0

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
費
用
の
一
部
助
成

　
市
で
は
、
1
年
以
上
国
保
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
以
上
の
人
で
、
な
お

か
つ
国
保
税
に
未
納
が
な
い
世
帯
に

属
す
る
人
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク

お
よ
び
脳
ド
ッ
ク
の
受
検
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
受
検
前

に
必
ず
保
険
年
金
課
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
特
定
健
診
を

受
診
し
た
人
は
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
助
成
費
用
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
病
院
で
受
検
日
を
予
約
後
、

受
検
日
1
週
間
前
ま
で
に
、
保
険
証

と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
直
接
保
険
年

金
課
保
険
年
金
班

　
内
線
3
1
8
0

へ

　
市
で
は
、国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
（
特

定
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
　
4
カ
月
ほ
ど
前
、
パ
ソ
コ
ン
を

購
入
し
よ
う
と
家
電
量
販
店
に
行
っ

た
。

　
そ
の
時
、
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
す
る

時
に
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
を
同
時

に
契
約
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
を
安
く

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
し
て
い
た
。

　
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
て
た
が
、
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
毎
月
の
通
信

料
を
負
担
し
て
も
得
に
思
え
た
の
で

契
約
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
買
う
こ
と
に

し
た
。

　
そ
の
後
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信

は
使
用
し
な
い
の
で
解
約
を
申
し
出

る
と
、
解
約
料
が
掛
か
る
と
言
わ
れ

解
約
が
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

A
　
近
年
、
次
々
と
新
し
い
形
態
の

通
信
機
器
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
登
場

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
契
約
し
た
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ

通
信
と
は
、
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す

る
も
の
で
す
。
光
回
線
な
ど
と
違
っ

て
回
線
工
事
は
不
要
で
す
が
、
携
帯

型
の
無
線
L
A
N
ル
ー
タ
ー
と
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
契
約
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 モ

バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
の
契
約
は
慎
重
に

　
事
例
の
よ
う
に
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
通
信
の
契
約
を
す
る
こ
と
で
、
他

の
商
品
の
代
金
を
大
幅
に
値
引
き
す

る
な
ど
「
お
得
感
」
を
強
調
し
た
セ

ッ
ト
販
売
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
一

定
期
間
内
に
通
信
契
約
を
解
約
す
る

と
解
約
料
が
発
生
す
る
条
件
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
セ
ッ
ト
販

売
の
場
合
、
商
品
ご
と
に
販
売
元
や

サ
ポ
ー
ト
窓
口
が
異
な
る
な
ど
、
複

雑
な
契
約
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
セ
ッ
ト
販
売
は
、
一

度
説
明
を
聞
い
た
だ
け
で
は
分
か
り

に
く
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
納
得
す

る
ま
で
説
明
を
聞
き
、
本
当
に
必
要

な
の
か
慎
重
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
は
、
使
い

た
い
場
所
で
必
ず
通
信
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
使
い
始
め
た
後
で
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
契
約
す
る
前
に
「
通

信
可
能
エ
リ
ア
」
を
調
べ
て
お
く
と

と
も
に
、
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が

あ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
179

23
日
か
ら
29
日
ま
で
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

企
業
と
し
て
男
女
共
同

参
画
に
取
り
組
む
こ
と

〜
「
野
水
鋼
業
」
の
取
り
組
み
〜

　
少
子
高
齢
化
で
働
き
手
が
減
る
中
、

企
業
に
と
っ
て
女
性
を
活
用
す
る
こ

と
は
不
可
欠
で
す
。
白
井
工
業
団
地

内
に
あ
る
「
野
水
鋼
業
」
は
、
社
員

に
対
し
て
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支

援
す
る
会
社
と
し
て
、
平
成
25
年
度

「
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

所
表
彰
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
野

水
俊
夫
社
長
と
早
部
佳
代
営
業
部
営

業
1
チ
ー
ム
・
リ
ー
ダ
ー
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
女
性
や
高
齢
者
を
起
用
し
た
き
っ
か
け

野
水
社
長

　
社
長
と
し
て
は
利
益
を

出
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の

上
で
、
労
働
力
人
口
の
減
少
や
採
用

活
動
の
難
し
さ
、
採
算
性
を
考
え
る

と
、
女
性
や
高
齢
者
の
力
が
必
要
だ

と
思
い
採
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
社
で
は
、
受
注
や
見
積
も
り

な
ど
の
業
務
は
、
女
性
社
員
の
方
が

成
果
が
高
い
で
す
。

●
女
性
も
外
に

野
水
社
長
　
女
性
社
員
に
も
力
を
付

け
て
も
ら
う
た
め
に
、
営
業
先
へ
行

く
機
会
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
行
け

ば
顧
客
の
様
子
や
競
争
相
手
が
見
え

る
し
、
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
も

話
し
て
も
ら
え
ま
す
。

●
半
日
単
位
の
有
給
休
暇
に
つ
い
て

早
部
さ
ん
　
銀
行
や
役
所
の
用
事
な

ら
半
日
で
済
み
ま
す
し
、
子
ど
も
の

い
る
人
は
学
校
行
事
な
ど
で
休
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
日
が
あ
り
、
そ
う

し
た
時
に
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
こ

と
は
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
休
暇
は
計
画
的
に
と
り
、
休
暇

前
は
休
め
る
よ
う
に
前
も
っ
て
仕
事

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
女
性
社
員
を
伸
ば
す
こ
と

野
水
社
長

　
社
員
教
育
に
は
時
間
が

掛
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
女
性
社

員
も
長
く
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
大
事
に
育
て
て
い
ま
す
。
女
性
が

勉
強
し
て
力
を
得
れ
ば
、
男
性
社
員

の
理
解
も
進
み
ま
す
。
育
児
や
家
事

な
ど
と
の
両
立
は
大
変
だ
と
思
い
ま

す
が
、
会
社
側
と
本
人
が
、
制
度
の

仕
組
み
と
意
識
の
問
題
を
理
解
し
、

ど
う
乗
り
越
え
て
行
け
る
の
か
が
大

事
で
す
。

●
最
後
に

野
水
社
長
　
自
然
に
、
社
員
の
半
分

く
ら
い
が
女
性
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

特
別
に
配
慮
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
作
っ
た
規
則
を
実
施
し
て
い
る

だ
け
で
す
。
自
然
体
で
な
い
と
長
続

き
し
ま
せ
ん
。
男
女
共
に
働
き
や
す

い
会
社
に
す
る
こ
と
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
は
普
通
の
こ
と
で
会
社
に
と

っ
て
利
益
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
た
だ
、

そ
れ
に
は
女
性
も
頑
張
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

早
部
さ
ん
　
社
長
は
、
老
若
男
女
の

区
別
な
く
本
当
に
頑
張
る
人
を
応
援

し
て
い
ま
す
。「
女
だ
か
ら
」
が
通

用
し
な
い
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
自
分
か
ら
思
い
を
一
生
懸
命

投
げ
か
け
た
ら
き
ち
ん
と
返
っ
て
く

る
の
で
、
頑
張
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

【
野
水
鋼
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
主
な
事
業
と
し
て
、
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
材
や
特
殊
鋼
お
よ
び
非
鉄
金
属
各

種
鋼
材
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

◆
平
成
26
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」

　
男
女
共
同
参
画
と
は
、
男
性
も
女

性
も
す
べ
て
の
個
人
が
、
喜
び
も
、

責
任
も
分
か
ち
合
い
個
性
を
十
分
に

発
揮
し
て
生
き
る
社
会
を
築
く
こ
と

で
す
。

　
国
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
の
公
布
・
施
行
日
で
あ
る
平
成

11
年
6
月
23
日
を
踏
ま
え
、
同
法
の

目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
に
毎
年
6
月
23
日
か
ら

29
日
ま
で
を
「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
男
性
が
、
企
業
人
と
し
て
も
家
庭

人
と
し
て
も
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
、
長
時
間
労
働
を
減
ら
し
て
、

女
性
と
共
に
家
事
・
育
児
・
介
護
・

地
域
活
動
に
関
わ
り
た
く
な
る
」
も

の
と
し
て
、
内
閣
府
が
選
定
し
ま
し

た
。

◆
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
啓
発
展

示　
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業
と
し
て
、

内
閣
府
が
作
成
し
た
「
ひ
と
り
ひ
と

り
が
幸
せ
な
社
会
の
た
め
に
」
な
ど

の
啓
発
展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈪
〜
27
日
㈮
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場
所
　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

？

野水社長（右側）と早部さん
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子ども子育て支援に係るアンケート調査報告書がまとまりました

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

子ども子育て支援に係るアンケート調査報告書がまとまりました
　平成27年度から「子ども・子育て関連３法」に基づいた子ども・子育て支援制度が
始まることを受け、各市町村では平成26年度中に「子ども子育て支援事業計画」（平成
27年度を初年度とする5年計画）を策定することとなっています。
　市では、この計画策定に向けて子育て中の皆さんが「子ども・子育て」について、
日ごろ考えていることや利用したいサービスなどを把握するためにアンケート調査を
実施し、このたび調査報告書がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
　皆さんからいただいた回答は、今後の市の子ども子育て支援施策を検討するための
資料として活用します。
　アンケート結果の詳細については、児童家庭課、情報公開コーナー、図書館、市ホー
ムページで閲覧することができます。
■問　児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487

実施概要
調査地域 市内全域

調査対象
①小学校就学前の児童の保護者　2,000人
②小学校の児童の保護者　1,000人

調査期間 平成25年11月7日～ 11月25日
調査方法 郵送配布・郵送回収

回収結果
調査対象 配布数 回収数 回収率

①就学前児童保護者調査 2,000件 1,205件 60.3㌫
②就学児童保護者調査 1,000件 541件 54.1㌫

合　計 3,000件 1,746件 58.2㌫

①回答者の内訳（単数回答）
　両調査ともに「母
親」が約9割と大半を
占めています。

0 20 40 60 80 100

②市への定住意向（単数回答）
　両調査ともに「暮
らしたい」が約8割と
大半を占めています。

0 20 40 60 80 100

③子どもの子育て（教育を含む）をする上で、
気軽に相談できる人（単数回答）
　子どもの子育て（教
育を含む）をする上
で、気軽に相談できる
人については、「いる
/ある」が就学前児童
調査では9割半ば、就学児童調査では9割弱と大半を占めています。

0 20 40 60 80 100

③で「いる」/「ある」と回答した人で、気軽に相談できる先
（就学前児童1,138人、就学時児童475人・複数回答）

就学前児童 就学児童

　両調査ともに「子
どもの祖父母等の親
族」「友人や知人」
が7割 以上と多く
なっています。

④母親の就労状況（単数回答）

　就学前児童調査では「以
前は就労していたが、現在
は就労していない」、就学
児童調査では「パート・ア
ルバイト等で就労しており、
産休・育休・介護休業中で
はない」がともに4割半ば
で最も多くなっています。

就学前児童 就学児童

⑤幼稚園などの「定期的な教育・保育の事業」の利用
（就学前児童のみの調査・単数回答）

　「利用している」が6
割弱で最も多くなって
います。 0 20 40 60 80 100（％）

⑤で「利用している」と回答した人で、利用している事業
（回答者698人・複数回答）

　「幼稚園」が5割強で最も多く、次いで「認可保育所」、「幼稚園の預か
り保育」となっています。

(%)

51.7

10.9

35.7

8.6

0.0

3.0

0.4

0.4

0.1

0.7

3.4

0.1

0 10 20 30 40 50 60

⑥市に期待する子育て支援（複数回答）
　就学前児童調査
では「保育園や幼
稚園に掛かる費用
負担を軽減して欲
しい」が6割半ば
と最も多く、次い
で「子ども連れで
も出掛けやすく楽
しめる場所を増や
して欲しい」「安
心して子どもが医
療機関にかかれる
体制を整備して欲
しい」となってい
ます。
　就学児童調査で
は「安心して子ど
もが医療機関にか
かれる体制を整備
して欲しい」が４
割半ばと最も多く、
次いで「子ども連
れでも出かけやす
く楽しめる場所を
増やして欲しい」
「放課後子ども教
室の場所を増やして欲しい」となっています。

就学前児童 就学児童

〜
臨
時
福
祉
給
付
金

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
〜

6
月
30
日
㈪
か
ら
申
請

の
受
け
付
け
を
開
始

　
低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て
世
帯
へ

の
配
慮
と
し
て
給
付
す
る
2
つ
の
給

付
金
の
申
請
書
を
、
6
月
26
日
㈭
以

降
に
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
等
へ
送

付
し
ま
す
。

　
申
請
の
受
付
期
間
は
、
6
月
30
日

㈪
か
ら
9
月
30
日
㈫
ま
で
で
す
。
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
給
付
金
は
、

ど
ち
ら
か
1
つ
で
、
1
回
限
り
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
各
給
付
金

の
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
給
付
金
の
申
請
に
あ
た
り
、
次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
】

　
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
非
課
税
世

帯
等
お
よ
び
住
民
税
未
申
告
者
の
一

部
の
人
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、

扶
養
の
状
況
な
ど
に
よ
り
対
象
者
全

て
の
人
に
申
請
書
が
送
付
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
書
が
送
付
さ
れ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
審
査
の
結
果
、
要

件
に
該
当
し
な
い
場
合
は
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
】

　
平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
へ

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
（
公
務
員
を

除
く
） 

。
た
だ
し
、
審
査
の
結
果
、

平
成
25
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
や
支

給
対
象
者
に
該
当
し
な
い
場
合
は
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
　
臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
こ

と
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
8
2
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
　
児

童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

　
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
7
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

詳
細
な
体
力
測
定
や
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
を
行
い
ま
す
。

　
自
分
の
体
力
を
確
認
し
て
こ
れ
か

ら
の
健
康
づ
く
り
に
活
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
65
歳
以
上
の
人
　
30
人
（
申

し
込
み
順
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
、
6
月
30
日
㈪
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
、
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
・

（
4

9
2
）
3
0
3
3
・

 k
ou
rei

sy
a-fu
k
u
si@
city
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

「
バ
ラ
ン
ス
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
教
室
」
参
加
者
募
集

　
普
段
な
に
げ
な
く
散
歩
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

「いきいき夢教室」の日程と内容
日程 内容

7月7日㈪
オリエンテーション、健康調査、これは使える！介護予防手帳
（講義）

7月14日㈪
自分の体力をチェックしよう！（体力測定、骨密度測定、姿勢
に関する調査など）

7月28日㈪
知って得する！介護保険制度と高齢者福祉サービス（講義）、
白井市でいきいき100歳！歩行のすすめ

8月4日㈪ 効果バツグン！若返り体操①
8月11日㈪ お口の機能をチェックしよう、効果バツグン！若返り体操②
8月25日㈪ ロコモチェックをして、ロコモティブシンドロームを予防しよう
9月8日㈪ 転倒予防（講義、実技）
9月29日㈪ お口からみた健康づくり（講義）、効果バツグン！若返り体操③
10月6日㈪ 低栄養を防ぐ食事（講義）、効果バツグン！若返り体操④

10月20日㈪
自分の体力をチェックしよう！（健康調査、体力測定、骨密度
測定、姿勢に関する調査など）

10月27日㈪
はじめての人の成年後見制度講座～いつまでも安心して暮らせ
るように～（講義）、全体のまとめ、修了式

プ
レ
☆
パ
パ
マ
マ
　
　

　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル

　
出
産
と
育
児
に
つ
い
て
、
夫
婦
で

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　「
赤
ち
ゃ
ん
人
形
」
を
使
っ
た
実

習
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
実
感
が

湧
い
て
き
ま
す
よ
。

日
時

　
7
月
13
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
45
分

〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　

16
組
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
　
夫
婦
で
協
力
す
る
出
産
・
育

児
や
母
乳
育
児
の
話
、「
お
風
呂
入

れ
」
の
実
習
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ
、

妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
の
更
新

　
現
在
の
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受

給
券
」
の
有
効
期
間
は
7
月
31
日
㈭

ま
で
で
す
。

　
8
月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
対
象

と
な
る
人
に
は
、
新
し
い
受
給
券
を

7
月
下
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在
の
住
所

が
白
井
市
で
な
か
っ
た
場
合
、
市
で

所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、

次
の
書
類
を
7
月
11
日
㈮
ま
で
に
健

康
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

　
平
成
26
年
1
月
1
日
現

在
の
住
所
地
（
市
区
町
村
）
が
発
行

す
る
「
平
成
26
年
度
課
税
証
明
書

（
市
区
町
村
民
税
所
得
割
・
均
等
割
、

合
計
所
得
金
額
、
所
得
控
除
額
の
内

訳
、
扶
養
人
数
な
ど
の
記
載
が
あ
る

も
の
）」

※
保
護
者
2
人
分
の
証
明
書
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

〜
白
井
市
で
い
き
い
き
1
0
0
歳
〜

「
い
き
い
き
夢
教
室
」

の
参
加
者
を
募
集

　「
介
護
を
必
要
と
せ
ず
い
つ
ま
で

も
い
き
い
き
と
暮
ら
し
た
い
」
と
誰

も
が
願
う
こ
と
で
す
。
早
く
か
ら
介

護
や
介
護
予
防
の
必
要
性
を
知
っ
て

お
く
こ
と
で
、
元
気
に
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
千
葉
県
保
健
医
療
大

学
と
共
同
で
、
運
動
や
栄
養
、
口
の

機
能
な
ど
楽
し
ん
で
学
べ
る
全
11
回

の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
7
月
7
日
・
14
日
、
10
月
20
日
は
、

青
少
年
国
際
交
流
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
を

募
集

　
9
月
に
行
わ
れ
る
青
少
年
国
際
交

流
事
業
で
、
市
の
友
好
都
市
キ
ャ
ン

パ
ス
ピ
市
と
ブ
リ
ン
バ
ン
ク
市
か
ら

来
日
す
る
先
生
と
保
護
者
の
宿
泊
場

所
や
食
事
の
提
供
、
市
役
所
や
中
学

校
へ
の
送
迎
な
ど
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
、
市
内

の
小
・
中
学
校
で
通
訳
と
し
て
協
力

で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
受
け
入
れ
】

①
9
月
18
日
㈭
の
午
後
5
時
か
ら
26

日
㈮
の
午
後
4
時
ま
で
の
7
泊
（
21

日
㈰
は
除
く
）　

②
9
月
18
日
㈭
の
午
後
5
時
か
ら
23

日
㈷
の
正
午
ま
で
の
4
泊
（
21
日
㈰

は
除
く
）

③
9
月
23
日
㈷
の
正
午
か
ら
26
日
㈮

の
午
後
4
時
ま
で
の
3
泊

募
集
家
庭
数

　
①
か
ら
③
ま
で
の
い

ず
れ
か
で
受
け
入
れ
可
能
な
10
家
庭

（
申
し
込
み
順
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
】

日
程
・
場
所
　
①
9
月
19
日
㈮
、
24

日
㈬
、
25
日
㈭
、
26
日
㈮
　
市
内
各

中
学
校

②
9
月
26
日
㈮
　
市
内
各
小
学
校

対
象
　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
簡

単
な
内
容
の
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
や
会

話
の
概
略
を
通
訳
で
き
る
人
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
、
7
月
15
日
㈫
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

か
E
メ
ー
ル
で
教
育
セ
ン
タ
ー
室
　

内
線
3
4
7
1
・

（
4
9
2
）
6

3
7
7
・

 k
y
ou
ik
u
-cen
ter

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
へ
の
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
7
月
9
日
㈬
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
7
月
29
日
㈫
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
午
後
6
時
20
分
〜
8
時

※
1
件
当
た
り
の
相
談
時
間
は
1
時

間
程
度
で
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
各
日
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
し
た
い
人

と
の
続
柄
を
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー

ル
で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
2
・

 sy
ou
g
ai-g
ak

u
sy
u
u
@
city
.sh
iroi.ch

iba.

jp

へし
ろ
い
生
涯
学
習
人
財

バ
ン
ク

　
し
ろ
い
生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク
は
、

豊
か
な
知
識
や
経
験
、
技
能
を
持
つ

市
民
や
団
体
が
そ
の
情
報
を
登
録
し
、

市
が
そ
の
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
主
体
の
生

涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
利
用
は
市
内
で
活
動
を
行
う
団
体

や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
の
集
ま
り
で
、

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
が
半
数

以
上
い
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

　
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
分
野
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

登
録
分
野

　
音
楽
、
教
養
・
語
学
、

工
芸
、
趣
味
・
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、

生
活
、
美
術
、
文
芸
、
舞
踊
な
ど

◆
利
用
方
法

　
登
録
さ
れ
た
分
野
と
そ
の
内
容
、

登
録
者
に
つ
い
て
の
情
報
を
掲
載
し

て
い
る
「
し
ろ
い
生
涯
学
習
人
財
バ

ン
ク
登
録
リ
ス
ト
」 

か
ら
、
利
用
者

が
希
望
す
る
登
録
者
を
選
び
、  「
し

ろ
い
生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク
利
用
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
に
提
出
し
、
登
録
者
の

情
報
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　
登
録
者
の
情
報
を
得
た
ら
、
利
用

者
自
身
で
登
録
者
と
の
日
程
の
調
整
、

当
日
の
会
場
の
手
配
や
運
営
な
ど
を

行
い
、
学
習
支
援
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
終
了
後
は
「
し
ろ
い
生
涯
学
習
人

財
バ
ン
ク
利
用
報
告
書
」
を
生
涯
学

習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
方
法

　
自
分
の
知
識
や
技
術
、
経
験
な
ど

を
生
か
し
、
市
民
に
学
習
支
援
が
で

き
る
人
を
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　「
し
ろ
い
生
涯
学
習
人
財
バ
ン
ク

登
録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
1
・
2

※
登
録
リ
ス
ト
、
利
用
申
込
書
、
登

録
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
、
各
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。

　
月
に
1
回
の
実
演
と
実
技
で
姿
勢

や
効
果
的
な
歩
き
方
を
学
び
、
普
段

の
歩
く
姿
勢
を
見
直
し
て
、
よ
り
効

果
的
な
歩
き
方
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
　
7
月
8
日
、
8
月
19
日
、
9

月
9
日
、
10
月
14
日
、
11
月
11
日
、

12
月
9
日
（
全
6
回
・
各
火
曜
日
）

時
間
・
場
所
　
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
・
冨
士
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
初

め
て
受
講
す
る
人

　
各
会
場
40
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
N
P
O
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
研
究

所
　
駒
崎
優
さ
ん

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
、
6
月
30
日
㈪
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
、
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
・

（
4

9
2
）
3
0
3
3
・

 k
ou
rei

sy
a-fu
k
u
si@
city
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

スポーツ・レクリエーション祭参加者募集
　市スポーツ推進委員協議会では、市民のスポーツの普及・推進に
努めるために毎年スポーツ・レクリエーション祭を開催しています。
　今年はグラウンド・ゴルフ大会とウオーキングを実施します。
　グラウンド・ゴルフ大会は、24ホールをプレーし、スコアを競い、
ウオーキングは、体育館でストレッチを行った後、白井駅圏を歩き
ます。
　動きやすい服装で参加してください。
日時　28日㈯　午前9時～（受け付け　午前8時30分～）
※終了は正午ごろを予定し、雨天の場合は中止します。
場所　南山小学校　校庭・体育館
対象　市内在住・在勤者
持ち物　タオル、飲み物、ウオーキングに参加の人のみ上履き
■申・■問　申込書（生涯学習課、各センターにあります）に必要事
項を記入の上、24日㈫までに郵送か直接生涯学習課スポーツ振興班
内線3434へ

プラネタリウム館
星空ライブコンサート

　4人組のエレキバンド「鈴木ヘンドリックス」の皆さ
んが、エレキギター定番の曲はもちろん、若大将シリー
ズの曲から演歌まで幅広いジャンルの演奏をします。
　エレキギターと星空の意外な組み合わせを楽しんで
みませんか。演奏の合間に星空の解説もあります。
日時　7月13日㈰　午後１時30分～ 2時50分
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　一般　86人
料金　700円（前売り
600円）
※前売りは販売を開始
してます。
■問　プラネタリウム館
☎（492）1125

楽しく交流しませんか

鈴木ヘンドリックスの皆さん

2014.6.155



趣
味
・
教
養
・
学
習

駅  市民活動パワフルデ―

子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

参加団体一覧
内容 団体名

発表
歌謡サークルわかば会（カラオケ）、歌謡サー
クルさくら会（カラオケ）、白桜会（詩吟）、
ユーカリアンサンブル（楽器演奏）　他

販売 健康文化都市夢ふれ愛サークル　他

展示 しろい・九条の会　他

市
役
所
庁
舎
の
変
遷

　
名
主
や
庄
屋
と
い
っ
た
江
戸
時

代
の
村
政
を
担
っ
た
役
職
は
明
治

5
年
（
1
8
7
2
）
に
廃
止
さ
れ
、

「
戸こ

ち
ょ
う
長
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

戸
長
は
当
初
、
自
宅
な
ど
で
事
務

を
執
っ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
7
年
（
1
8
7
4
）、
千

葉
県
は
「
扱

あ
つ
か
い
し
ょ
所
」
を
設
置
し
、
戸

長
の
自
宅
で
の
事
務
を
禁
止
し
ま

す
。
こ
こ
で
初
め
て
、
現
在
で
は

一
般
的
な
行
政
関
係
の
事
務
を
取

り
扱
う
施
設
が
登
場
し
ま
す
。
扱

所
は
白
井
橋
本
村
に
あ
っ
た
と
の

記
録
は
あ
る
も
の
の
、
正
確
な
位

置
は
不
詳
で
す
。

　
そ
の
後
、
明
治
11
年
（
1
8
7

8
）
の
郡
区
町
村
編
制
法
施
行
に

伴
い
、
扱
所
は
「
戸
長
役
場
」
と

な
り
ま
す
。
資
料
に
残
る
最
初
の

戸
長
役
場
は
明
治
17
年
（
1
8
8

4
）
の
も
の
で
「
白
井
橋
本
村
外

六
ヶ
村
連
合
戸
長
役
場
」
が
白
井

橋
本
村
の
秋
本
清
五
郎
宅
に
「
名

内
村
外
六
ヶ
村
連
合
戸
長
役
場
」

が
名
内
村
の
秋
谷
太
郎
兵
衛
宅
に

そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
ま
し
た
。

　
明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
に
は

市
制
町
村
制
施
行
に
よ
り
戸
長
が

廃
止
さ
れ
「
市
町
村
長
」
と
な
り

ま
す
。
市
域
は
「
白
井
村
谷
清
村

組
合
村
」
と

な
り
、
村
役

場
は
白
井
村

の
秋
本
久
兵

衛
宅
に
置
か

れ
ま
し
た
。

　
専
用
の
庁

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

舎
が
初
め
て
建
て
ら
れ
た
の
は
大

正
13
年
（
1
9
2
4
）
の
こ
と
で
、

場
所
は
根
63
番
地
、
建
物
は
木
造

2
階
建
て
で
し
た
。
市
域
は
谷
清

村
と
の
組
合
を
解
消
し
、
単
独
の

白
井
村
と
な
っ
て
い
た
時
期
で
す
。

　
2
代
目
の

庁
舎
は
昭
和

39
年
9
月
1

日
、
白
井
町

の
誕
生
と
共

に
完
成
し
ま

し
た
。
場
所

は
初
代
庁
舎
の
隣
接
地
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
2
階
建
て
で
す
。

昭
和
47
年
に
は
3
階
部
分
が
増
築

さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
49
年
に
2
階

建
て
の
書
庫
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
代
目
と
な
る
現
在
の
庁
舎
は

昭
和
56
年
に
完
成
し
て
今
に
至
り

ま
す
が
、
初
代
や
2
代
目
庁
舎
と

比
較
し
て
格
段
に
規
模
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
役
目
を
終
え
た
初
代
庁
舎
は
昭

和
40
年
か
ら
昭
和
52
年
ま
で
、
2

代
目
庁
舎
は
昭
和
57
年
か
ら
平
成

14
年
ま
で
公
民
館
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
し
た
が
、
両
建
物
は
既
に
解

体
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

り
移
転
や
建
て
替
え
、
増
築
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
白
井
で
は
民
家

を
間
借
り
し
た
庁
舎
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
時
々
の
村
の
中
心
的
位
置
に

建
て
ら
れ
、
最
終
的
に
千
葉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
区
域
内
の
現
在
地
に
移

転
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

公  

中
国
茶
を
楽
し
む
会

　
中
国
茶
器
を
使
っ
て
、
香
り
高
い

中
国
茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、
本
格
的

な
中
国
の
「
茶ち

ゃ
げ
い藝
」
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

　
①
6
月
23
日
㈪

　
緑

茶
と
紅
茶
、
②
6
月
30
日
㈪
　
白
茶

と
黒
茶
、
③
7
月
7
日
㈪
　
黄
茶
と

青
茶
　

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
　

対
象
　
一
般
　
各
回
5
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師
　
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ラ
イ
フ
公
認

茶
藝
講
師
　
渡
邊
真
紀
子
さ
ん

参
加
費

　
1
回
1
、
0
0
0
円
、
全

3
回
は
2
、
5
0
0
円
（
材
料
費
・

茶
菓
代
）

申
　
①
ま
た
は
全
3
回
は
6
月
19
日

㈭
、
②
は
6
月
26
日
㈭
、
③
は
7
月

3
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、

直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

の
パ
ス
タ
教
室

　
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な
手

軽
で
お
い
し
い
「
シ
ー
フ
ー
ド
ト
マ

ト
ソ
ー
ス
パ
ス
タ
」
を
作
り
ま
せ
ん

か
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
遠
山
珈コ

ー
ヒ
ー琲

　
遠
山
克
利
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費

　
1
、
0
8
0
円
（
材
料
費
）

申
　
24
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
喉
に
自
信
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
29
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
一
般

　
10
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
22
日
㈰
ま
で
に
直
接
冨
士
セ
ン

タ
ー
へ

公  

ピ
ラ
テ
ィ
ス
体
験
教
室

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
体
幹
を
鍛
え
て
キ

レ
イ
な
姿
勢
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
。

腰
痛
改
善
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
7
月
1
日
㈫
　
午
前
9
時
30

分
〜
10
時
30
分
　

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
　
皆
川
さ
と
み
さ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費
　
2
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
　
6
月
28
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

簡
単
お
料
理
教
室

　
知
っ
て
お
く
と
と
て
も
便
利
な

「
お
い
し
い
お
料
理
」
と
お
し
ゃ
れ

な
お
も
て
な
し
「
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
」
を
市
内
の
料
理
の
先
生
と

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
　
①
7
月
2
日
㈬
　
お

客
様
料
理
と
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
、
②
7
月
16
日
㈬
　
人
気
の
あ
る

簡
単
お
菓
子
と
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
1
時

対
象

　
一
般
　
各
回
16
人
（
申
し
込

み
順
）

参
加
費
　
1
回
1
、
0
0
0
円
（
材

料
費
）

申
　
①
は
6
月
26
日
㈭
、
②
は
7
月

10
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、

直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

　市内で活動しているサークルや市民活動団体が、
活動の発表・販売・展示を行います。また、野菜
や雑貨などが当たる抽選会も開催します。
　何かを始めたいと考えている人やサークル活動、
市民活動に興味のある人は参加してみませんか。
日時　28日㈯　正午～午後4時

西  

親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
使
え
る
プ
ラ
板

の
ヘ
ア
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
も
行
い

ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
保

護
者
だ
け
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者

参
加
費
　
3
5
0
円
（
茶
菓
代
ほ
か
）

公  

1
歳
児「
す
み
れ
さ
ん
」

①
歯
科
相
談

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
「
子
ど
も
の

歯
科
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
相
談
も
で
き
、
希
望
者

に
は
虫
歯
菌
の
検
査
も
行
い
ま
す
。

日
程
　
6
月
23
日
㈪

　夏の肌トラブルの代表「あせも・日焼けの肌ケア」
についての話を聞いた後、肌に優しい化粧水を作り
ませんか。
　午前は乳幼児と保護者向けの「バブちびランド」、
午後は一般向けに講座を開催します。
日程　7月9日㈬　
時間・対象　午前の部　午前10時30分
～正午・乳幼児とその保護者　15組
午後の部　午後1時30分～ 3時30分・
一般　15人（申し込み順）
講師　アロマ整体師　浅野あらたさん
持ち物　おしぼり、タオル、筆記用具
参加費　700円（材料費）
■申　7月5日㈯までに電話か直接西白井複合センターへ

西  あせも・日焼け対策講座
駅  

藍
染
教
室

　「
絞
り
」
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、

T
シ
ャ
ツ
を
自
分
流
に
染
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
3
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
大
人
用
の
T
シ
ャ
ツ
（
綿
、

麻
、
絹
素
材
の
も
の
で
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
不
可
）、
厚
手
の
ゴ
ム
手
袋
、
エ

プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
袋
、
染
め

液
を
持
っ
て
帰
り
た
い
人
は
2
㍑
く

ら
い
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

講
師
　
白
井
高
校
藍
染
研
究
会
の
皆

さ
ん

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

1
0
0
歳
ま
で
元
気

ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

　「
音
読
」
や
「
計
算
」
を
体
験
し
、

脳
を
若
返
え
さ
せ
る
方
法
を
学
習
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
3
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
く
も
ん
学
習
療
法
セ
ン
タ
ー

②
は
じ
き
絵
遊
び

　
ク
レ
ヨ
ン
と
絵
の
具
で
「
は
じ
き

絵
遊
び
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程
　
7
月
7
日
㈪

持
ち
物
　
タ
オ
ル

【
共
通
】　

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
各
日
10
組
（
申

し
込
み
順
）

申
　
①
は
6
月
19
日
㈭
、
②
は
7
月

3
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

公  

0
歳
児「
つ
く
し
ち
ゃ

ん
」
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン

　
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
は
、
ま
だ
言
葉
を

う
ま
く
話
せ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
手
話

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
育
児
法
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
手
を
通
じ
て
会
話
し
、

親
子
の
絆
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
30
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
1
歳
6
カ
月
ま
で
の
子
と
そ

の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
N
P
O
法
人
日
本
ベ
ビ
ー
サ

イ
ン
協
会
　
三
上
千
賀
さ
ん

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　「
ネ
コ
ち
ゃ
ん
の
お
散
歩
バ
ッ
グ
」

を
作
っ
た
後
、
触
れ
合
い
遊
び
を
し

ま
し
ょ
う
。

日
時

　
7
月
9
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
歳
か
ら
未
就
園
児
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
7
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

初代庁舎

2代目庁舎（増築前）

顧
問
・
研
究
主
幹

　
山
根
直
寛
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
費
　
3
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
6
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ
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子

ど

も

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

高

齢

者

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
白
井
写
友
会
「
夏
期
写
真
展
」

　
夏
に
向
け
て
元
気
に
咲
く
花
々
、

緑
な
す
里
山
の
風
景
、
夏
祭
り
の
情

景
ス
ナ
ッ
プ
な
ど
、
会
員
20
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
感
性
で
捉
え
た
季
節
感
豊

か
な
作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
①
6
月
27
日
㈮
〜
7

月
6
日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
②
7
月
13
日
㈰
〜

21
日
㈷
・
白
井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
③

7
月
22
日
㈫
〜
30
日
㈬
・
西
白
井
駅

コ
ン
コ
ー
ス

※
文
化
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
休
館
で
、

公  

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
み
ん
な
で
一
緒
に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

を
作
っ
て
食
べ
よ
う
。

日
時
　
7
月
5
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
　
12
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
布
巾
、
上
履
き
、
飲
み
物

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
1
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
開
放

　
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま

せ
ん
か
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

日
時

　
7
月
5
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

4
時

各
会
場
と
も
初
日
は
正
午
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

問
　
小
野
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
0

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
一
般（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
県
立
四
街
道
特
別
支
援
学
校
「
教

育
・
医
療
相
談
会
」「
学
校
公
開
」

　
国
立
病
院
機
構
下
志
津
病
院
医
師

と
本
校
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
や

学
校
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
1
日
㈫
　
午
後
1
時
〜

4
時
　
場
所
　
県
立
四
街
道
特
別
支

援
学
校
（
四
街
道
市
）　  

対
象
　
病

気
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
な
ど

申
・
問

　
電
話
で
県
立
四
街
道
特
別

支
援
学
校
☎
0
4
3
（
4
2
2
）
2

6
0
9
へ

◆
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と
の
手
話

学
習
会
＆
懇
親
会

　
要
約
筆
記
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
誰

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
7
月
5
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

　
場
所

　
佐
倉
市
西
部
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費

　
無
料

問
　
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所

☎
0
4
3
（
4
9
6
）
2
3
3
1
、

0
4
3
（
4
6
1
）
6
5
3
3

◆
な
ご
み
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
こ

ん
に
ち
は
！
リ
コ
ー
ダ
ー
」

　
リ
コ
ー
ダ
ー
に
魅
せ
ら
れ
た
奏
者

た
ち
が
集
ま
る
「
リ
コ
ー
ダ
ー
倶
楽

部
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ピ
ア
ノ
・
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
演
奏
で
、
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
宅
に
リ
コ
ー
ダ
ー
が
あ
る
人
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
演
奏

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
5
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場

所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対
象

一
般
　
2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

入
場
料
　
前
売
り
中
学
生
以
上
5
0

0
円
・
3
歳
〜
小
学
生
1
0
0
円（
当

日
券
中
学
生
以
上
7
0
0
円
・
3
歳

〜
小
学
生
2
0
0
円
）

※
2
歳
以
下
は
無
料
で
す
。

申
・
問

　
前
売
り
は
7
月
4
日
㈮
ま

で
に
電
話
か
メ
ー
ル
で
穴
田
☎
（
4

9
1
）
6
9
3
9
・

 n
ag
om
i_

sh
iroi@

y
ah
oo.co.jp

へ

◆
働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

　
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
が
済
ん
で
い
る
人
を
対
象
と

し
た
無
料
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
各
講
習
と
も
応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
に
な
り
ま
す
。
後
日
、
個
別

面
接
相
談
ま
た
は
電
話
で
の
問
い
合

わ
せ
を
行
い
ま
す
。

　
講
座
修
了
者
は
受
講
後
に
開
催
す

る
合
同
面
接
会
も
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

講
習
番
号
　
5

　
日
時
　
7
月
29
日

㈫
か
ら
9
月
12
日
㈮
ま
で
の
う
ち
の

23
日
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
　

場
所
　
ニ
チ
イ
学
館
船
橋
校
　
定
員

24
人

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修

講
習
番
号
　
4

　
日
時
　
7
月
30
日

㈬
か
ら
9
月
9
日
㈫
ま
で
の
う
ち
の

23
日
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
　

場
所
　
ニ
チ
イ
学
館
柏
校
　
定
員
　

24
人

③
技
能
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

講
習
番
号

　
44
　
日
時

　
8
月
4
日

㈪
か
ら
12
日
㈫
ま
で
の
う
ち
の
7
日

間
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分
　
場
所
　
I
S
A
津
田
沼
校
（
船

橋
市
）　
定
員
　
20
人

申
・
問

　
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

◆
白
井
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
「
大
人
の
た

め
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
参
加
者
募
集

　
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
、
同
時

に
市
民
間
の
親
睦
と
交
流
を
得
る
場

で
す
。

　
初
心
者
や
マ
マ
さ
ん
、
経
験
者
、

老
若
男
女
問
わ
ず
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
第
3
土
曜
日

午
前
9
時
〜
午
後
1
時
　
場
所
　
中

木
戸
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
　
対
象

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
（
35
歳
以
上
）、

シ
ニ
ア
コ
ー
ス
（
50
歳
以
上
）、
マ

マ
さ
ん
コ
ー
ス
（
20
歳
以
上
）　
年

会
費
　
3
、
0
0
0
円

問
　
白
井
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
谷
本

☎
0
9
0
（
2
9
1
5
）
1
1
1
2

◆
白
井
市
体
育
協
会
「
白
井
市
民
シ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
参
加
者
募
集

　
チ
ー
ム
編
成
は
協
会
で
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

日
時

　
7
月
6
日
㈰

　
正
午
〜
午
後

5
時

　
場
所

　
白
井
運
動
公
園
陸
上

競
技
場

　
対
象

　
35
歳
以
上
（
女
性

20
歳
以
上
）
の
個
人
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
6
月
30
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
白
井
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
谷
本
☎

0
9
0
（
2
9
1
5
）
1
1
1
2
へ

◆
税
務
職
員
採
用
試
験

　
人
事
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
直
接
申
し
込
み

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
程
　
第
1
次
　
9
月
7
日
㈰
、

第
2
次

　
10
月
16
日
㈭
〜
24
日
㈮
の

う
ち
指
定
す
る
日

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
受
付
期
間

は
、
6
月
23
日
㈪
か
ら
7
月
2
日
㈬

ま
で
で
す
。

問
　
成
田
税
務
署
総
務
課
☎
0
4
7

6
（
2
8
）
5
1
5
1

◆
J
A
介
護
員
「
初
任
者
研
修
（
旧
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
」
受
講
生
募
集

　
通
信
教
育
に
よ
る
講
義
と
土
・
日

曜
日
・
祝
日
を
中
心
に
実
技
演
習
や

施
設
実
習
を
行
い
ま
す
。

研
修
期
間

　
10
月
11
日
㈯
〜
平
成
27

年
2
月
28
日
㈯

　
場
所

　
J
A
西
印

旛
（
印
西
市
）
ほ
か

　
定
員

　
18
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
で

決
定
）　
受
講
料
　
6
9
、0
0
0
円

※
受
講
料
の
ほ
か
健
康
診
断
料
が
別

途
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
8
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
J
A
西
印
旛
介
護
福
祉
部
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
1
3
1
1
（
平
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

◆
千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験

試
験
日
時

　
10
月
26
日
㈰

　
午
前
10

時
〜
　
受
験
資
格
　
医
療
・
保
健
・

福
祉
分
野
の
有
資
格
者
な
ど
で
一
定

期
間
以
上
の
実
務
経
験
の
あ
る
人

申
込
書
配
布
場
所
　
市
高
齢
者
福
祉

課
ほ
か
　

申
・
問

　
6
月
16
日
㈪
か
ら
7
月
23

日
㈬
ま
で
に
簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送

（
消
印
有
効
）
で
千
葉
県
社
会
福
祉

協
議
会
介
護
支
援
専
門
員
養
成
班
☎

0
4
3
（
2
0
4
）
1
6
1
0
へ

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
お

早
め
に

　
労
働
保
険
料
の
年
度
更
新
手
続
き

に
は
、
平
成
25
年
度
労
働
保
険
料
を

精
算
す
る
確
定
申
告
と
平
成
26
年
度

見
込
み
保
険
料
の
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
申
告
・
納
付
期
間
は
7
月

10
日
㈭
ま
で
で
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
千
葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

☎
0
4
3
（
2
2
1
）
4
3
1
7

持
ち
物
　
飲
み
物
、
上
履
き

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

西  

レ
ッ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
親
子
で
キ
ー
マ
カ
レ
ー
と
ナ
ン
を

作
ろ
う
。

日
時
　
7
月
6
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
12

組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
タ
オ
ル
2
枚
、
上
履
き
、
飲

み
物

参
加
費

　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
6
月
29
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持

　福祉資金貸付相談の事務および窓口対
応を行う非常勤職員を募集します。
募集人数　社会福祉に関心があり、普
通自動車免許を有する60歳未満の人　
1人
※金融・福祉関係勤務経験者を優先し、
書類選考・面接により選考します。
勤務期間　平成26年7月1日㈫～平成27
年3月31日㈫
勤務日時　平日の週3日　午前9時～午
後3時
勤務地　社会福祉協議会事務所（保健
福祉センター内）
時給　840円（別途通勤手当あり）
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上、
6月23日㈪までに郵送（必着）か直接社
会福祉協議会☎（492）5713へ

社  非常勤職員を募集します

入
の
上
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
7
月

10
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
〒
2
6
0

―
0
0
1
3

　
千
葉
市
中
央
区
中
央

3
―
9
―
16
　
公
益
社
団
法
人
千
葉

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
1
2
・

0
4
3
（
2
2
7
）
5
1
9
7
へ

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

講
習

　
か
わ
い
い
手
作
り
カ
ー
ド
を
作
り

ま
す
。
贈
り
物
に
手
作
り
カ
ー
ド
を

添
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
24
日
㈭
・
31
日
㈭
（
全

2
回
）　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
は
さ
み

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
7
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

参
の
上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
へ福  

お
や
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
う
ど
ん
作
り
教
室
」

　
親
子
で
う
ど
ん
作
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
19
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
12

組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
日
本
製
粉
㈱
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー

　
佐
藤
加
代
子
さ
ん

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲

み
物

参
加
費

　
1
組
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
2
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

手作りカードを贈ってみませんか
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試
行
錯
誤
し
な
が
ら
壁
画
作
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
描
き
手
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
堀
込
地
区
、

南
山
地
区
、
桜
台
地
区
で
10
年
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
作
品
の
制
作
者
は
、
市
内
の
中

学
生
、
白
井
高
校
美
術
部
、「
20

歳
の
記
念
に
」
と
二
十
祭
実
行
委

員
、
市
民
活
動
団
体
、
家
族
、
地

元
有
志
、
絵
が
大
好
き
な
母
娘
な

ど
、
そ
の
時
々
で
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
描
い
て
い
ま
す
。

　「
落
書
き
防
止
」
で
始
め
た
こ

の
活
動
が
、
作
業
を
進
め
て
い
く

中
で
「
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」「
素
敵
な
絵
で
す
ね
」

な
ど
、
地
域
の
人
と
声
を
交
わ
す

切
っ
掛
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

制
作
者
に
は
な
る
べ
く
名
前
を
書

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

落
書
き
防
止
に
絵
を

描
く 

　
し
ろ
い
☆
ま
ち
か
ど
美
術
館
は
、

平
成
16
年
に
市
環
境
課
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
し
ろ
い
☆
ま
ち
か
ど

美
術
館
実
行
委
員
会
と
し
て
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
切
っ
掛
け

と
な
っ
た
の
は
、
白
井
駅
前
に
あ

る
緑
道
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
ひ
ど
い

落
書
き
で
す
。
南
山
中
学
校
3
年

生
が
卒
業
奉
仕
活
動
で
落
書
き
消

し
に
挑
戦
し
た
り
、
同
中
P
T
A

が
市
に
相
談
し
て
い
た
の
で
す
が

よ
い
対
策
が
な
く
、
そ
こ
で
、
他

市
に
あ
る
「
街
角
美
術
館
」
を
思

い
立
ち
、
鎌
ケ
谷
市
初
富
地
区
の

道
路
脇
に
あ
る
壁
画
を
参
考
に

「
落
書
き
さ
れ
る
前
に
絵
を
描
い

て
み
よ
う
」
と
発
想
し
ま
し
た
。

　
鎌
ケ
谷
市
役
所
で
壁
画
の
制
作

方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
ト
ン

ネ
ル
内
の
落
書
き
消
し
と
清
掃
は
、

市
環
境
課
の
職
員
が
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
原
画
を

壁
に
映
し
出
す
方
法
を
、
当
時
の

中
央
公
民
館
に
投
射
機
を
使
っ
て

投
影
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

も
今
で
は
4
人
と
少
人
数
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
団
体
は
、

絵
を
描
く
人
の
お
手
伝
い
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
描
く
人
が
い
な

い
と
落
書
き
さ
れ
て
い
な
い
か
の

見
回
り
だ
け
の
活
動
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
数
年
た
っ
て
色
あ
せ

て
き
た
壁
画
や
、
南
山
な
ど
壁
画

を
描
く
ス
ペ
ー
ス
は
ま
だ
あ
り
、

絵
を
描
い
て
く
れ
る
個
人
・
団
体

を
い
つ
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

画
材
は
用
意
し
ま
す
。
し
ろ
い
☆

ま
ち
か
ど
美
術
館
の
自
慢
は
絵
が

本
当
に
上
手
な
こ
と
で
す
。
一
度

壁
画
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

　
田
中
☎
（
4
9
7
）

1
2
2
9

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

い
て
も
ら
い
、
地
域
の
話
題
に
な

る
よ
う
に
人
が
見
て
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
10
年
間
で
一
度
だ
け
ス
プ

レ
ー
に
よ
る
落
書
き
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
無
く
「
落
書
き

防
止
」
の
目
的
は
達
成
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
発
足
当
時
は
10
人
程
い
た
会
員

　
　
　
未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
⑲

し
ろ
い
☆
ま
ち
か
ど
美
術
館

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

壁画を描いている様子

　5月10日、自立訓練（生活訓練）施設「第2ぽけっ
と」（根地区）の開所式が、地域の福祉関係者や近
隣住民の皆さん約50人が参加して行われました。
　自立訓練（生活訓練）とは、「障害者総合支援法」
に基づくサービスのひとつです。「第2ぽけっと」
は主に精神障害のある人を対象に、病院から退院
したばかりの人や自宅にこもりがちな人が、就労
や自立した生活に向けて、日常生活能力の獲得と向上を目指して通所する施設です。
施設長の大井さんは「障害のある人だけでなく、地域の人も一緒に集える、障害の
垣根を越えた空間づくりを目指していますので、月に１回、地域交流イベントも企
画しています」と話していました。
　利用希望の人は「第2ぽけっと」　☎（404）4871まで問い合わせてください。

障害者のための自立訓練（生活訓練）施設
「第2ぽけっと」が開所しました

開所した「第２ぽけっと」
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感謝状を手にした江田茂代さん

振り込め詐欺　未然に防いだ地域の力
江田茂代さんに印西警察署長感謝状
　5月14日、印西警察署で「署長感謝状」が、市内在住
の江田茂代さんに贈呈されました。
　経緯は、4月2日午前9時ごろ、知人女性宅の前に車が
止まり、運転手と思われる男性が玄関のチャイムを押し
ていたので、家の中にいる女性に事情を尋ねたところ
「先程息子の上司から息子が書類を無くしたのでお金が
いる。銀行へ行く車を向かわせるので預金通帳などを準
備して待っているように」との電話があったと聞き、江
田さんは直感で、これは振り込み詐欺に違いないと判断
し、絶対に玄関に出ないよう女性を説得し、運転手には「用がないので帰ってくれ」
と話すと車は走り去り、振り込め詐欺の被害を未然に防止しました。

●振り込め詐欺防止のポイント
•「お金がすぐに必要」は詐欺です。•家族以外の人には、絶対にお金やキャッ
シュカードは渡さないようにしましょう。
●こんな電話は要注意
「電話番号が変わった」「会社の小切手が入ったカバンを失くした」
「会社のお金を使い込んだ」「女性を妊娠させてしまい、示談金が必要になった」
「あなたの口座が犯罪に使われた」「税金が還付されるのでATM へ行って」など
の内容には注意を。
　このような電話がかかってきたら「お金を渡す前に」相談を
◆相談先
　●印西警察署　☎0476（42）0110
　●振り込め詐欺・悪質商法被害抑止コールセンター　☎0570（008）494　


